
昭
和
五
十
七
年
十
二
月
二
十
四
日
受
領 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
質
問
の 

一
） 

答

弁

第

一

号 

   

衆
議
院
議
員
草
川
昭
三
君
外
二
名
提
出
白
島
石
油
備
蓄
基
地
建
設
問
題
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書

を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
九
七
第
一
号 

昭
和
五
十
七
年
十
二
月
二
十
四
日 

衆

議

院

議

長 
福 

 

田 
 
 

一 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

中 

曽 

根 

康 

弘 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
草
川
昭
三
君
外
二
名
提
出
白
島
石
油
備
蓄
基
地
建
設
問
題
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る 

答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

1
及
び

2 

白
島
国
家
石
油
備
蓄
基
地
の
立
地
を
推
進
す
る
に
当
た
り
、
山
口
県
の
漁
業
関
係
者
の
同
意
が
必

要
で
あ
つ
た
。
こ
の
た
め
、
関
係
三
十
九
漁
業
協
同
組
合
が
同
意
す
る
に
当
た
つ
て
要
し
た
会
議
費
、
交
通

費
等
の
事
務
経
費
七
千
五
百
万
円
が
支
払
わ
れ
た
も
の
と
聞
い
て
い
る
。 

3 

補
償
額
算
定
の
基
礎
と
な
つ
た
福
岡
県
の
各
漁
業
協
同
組
合
の
漁
獲
高
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
と
聞
い

て
い
る
。 



           

四 

 



四
に
つ
い
て 

三
に
つ
い
て 

二
に
つ
い
て 

ま
た
、
御
指
摘
の
受
託
工
事
に
つ
い
て
は
、
運
輸
省
と
北
九
州
市
と
の
受
託
契
約
が
締
結
さ
れ
て
い
な
い
の

で
、
運
輸
省
と
し
て
は
、
発
注
方
法
を
い
ま
だ
決
め
て
い
な
い
。 

ま
た
、
同
公
団
及
び
白
島
石
油
備
蓄
株
式
会
社
に
お
い
て
は
、
御
指
摘
の
よ
う
な
約
束
及
び
支
払
の
事
実
は

な
い
と
聞
い
て
い
る
。 

石
油
公
団
に
お
い
て
当
該
企
業
側
か
ら
聴
取
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
海
象
、
気
象
等
の
調
査
を
行
つ
た
と
の
こ

と
で
あ
つ
た
と
聞
い
て
い
る
。 

白
島
石
油
備
蓄
株
式
会
社
の
行
う
基
地
建
設
工
事
の
発
注
方
法
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
同
社
に
お
い
て
検
討

中
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。 

五 

 



五
に
つ
い
て 

1 

石
油
公
団
に
提
出
さ
れ
た
「
洋
上
石
油
備
蓄
シ
ス
テ
ム
基
本
計
画
策
定
業
務
報
告
書
」
に
お
い
て
は
、
曳え

い

航

及
び
維
持
修
繕
の
難
易
さ
ら
に
は
そ
の
コ
ス
ト
等
を
勘
案
す
る
と
と
も
に
計
画
の
早
期
完
成
を
図
る
観
点
か

ら
見
て
望
ま
し
い
方
向
が
示
さ
れ
て
い
る
の
に
と
ど
ま
り
、
受
注
業
者
を
特
定
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
本
件

工
事
の
発
注
方
法
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
と
お
り
白
島
石
油
備
蓄
株
式
会
社
に
お
い
て
検
討
中
で
あ
る
と
聞

い
て
い
る
。 

御
指
摘
の
「
洋
上
石
油
備
蓄
シ
ス
テ
ム
基
本
計
画
策
定
業
務
報
告
書
」
に
つ
い
て
漏
え
い
が
あ
つ
た
と
の
報
道

及
び
指
摘
の
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
お
り
、
石
油
公
団
に
お
い
て
は
、
調
査
委
託
先
そ
の
他
の
関
係
者
に
一
層

の
注
意
を
喚
起
す
る
と
と
も
に
、
資
料
の
管
理
に
慎
重
を
期
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。 

な
お
、
当
該
報
告
書
は
、
立
地
地
点
の
評
価
を
行
う
に
当
た
つ
て
の
内
部
の
基
礎
的
資
料
の
一
つ
と
し
て
作

成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
直
ち
に
工
事
発
注
に
つ
な
が
る
も
の
で
は
な
い
。 

六 

 



六
に
つ
い
て 

七
の

2
及
び
八
に
つ
い
て 

七
の

1
及
び

3
に
つ
い
て 

2 
現
在
、
九
州
西
岸
地
区
に
当
該
大
型
建
造
設
備
を
有
し
て
い
る
の
は
、
三
菱
重
工
業
株
式
会
社
及
び
日
立

造
船
株
式
会
社
で
あ
る
。 

御
指
摘
の
業
務
を
将
来
ど
の
よ
う
に
行
う
か
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
白
島
石
油
備
蓄
株
式
会
社
に
お
い
て
検

討
中
で
あ
り
、
「
白
島
洋
上
石
油
備
蓄
基
地
管
理
株
式
会
社
」
に
対
し
、
何
ら
の
保
証
も
与
え
て
い
な
い
と
聞
い

て
い
る
。 

御
指
摘
の
訓
練
海
面
は
、
昭
和
三
十
七
年
以
来
掃
海
訓
練
に
使
用
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
の
と
こ

ろ
、
具
体
的
な
移
転
計
画
は
な
い
。 

白
島
石
油
備
蓄
基
地
の
管
理
施
設
用
地
（
約
十
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
に
係
る
公
有
水
面
埋
立
法
に
基
づ
く
免
許
の 

七 

 



 

八 

認
可
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
運
輸
省
で
審
査
中
で
あ
る
が
、
当
該
埋
立
地
周
辺
の
海
域
に
訓
練
海
面
が
あ
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
埋
立
て
に
係
る
災
害
防
止
に
つ
き
十
分
配
慮
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

九
に
つ
い
て 

1 

御
指
摘
の
委
託
調
査
の
総
額
は
、
五
億
八
千
万
円
で
あ
る
。 

2 

当
該
委
託
調
査
の
最
終
報
告
は
、
昭
和
五
十
四
年
三
月
三
十
一
日
に
提
出
さ
れ
て
お
り
、
海
洋
備
蓄
シ
ス

テ
ム
を
構
成
す
る
諸
要
素
技
術
等
に
関
す
る
検
討
結
果
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。 

右
答
弁
す
る
。 




